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重マップモデルが持つ性質をそのまま受け継いでいる D 単一のクラスタを第 1 層の神経場により複数のクラスタに分






















うようになる。第 3 章では、 2 つのクラスタが弱い相関を持つ場合を扱った。自己組織多重マップモデルではこの 2
つのクラスタについてのマップが、相関により互いに引き込まれることを示した。第 4 章では，自己組織多重マップ
モデルのクラスタ検出細胞層に近傍関数を導入することによって神経場に拡張した層型自己組織マップモデルを提案
した。このモデルは自己組織多重マップモデルが持つ性質やその他の性質を備えている。第 5 章では、層型自己組織
多重マップモデルのさらなる拡張としてフィードフォワード型またはリカレント型の多重構造モデルを提案した。こ
のモデルは抑制的に相互作用する複数の学習神経場からなるo フィードフォワード型のモデルは非線形主成分分析に
利用できること、神経場の聞に対称な抑制性結合を持つリカレント型のモデルはさらに興味深い性質を持つことを示
した。提案したモデルの機能を数値計算により確認した。
このように、本論文は、自己組織化多重マップモデルとその拡張モデルの提案を通じて、神経回路網理論の分野の
発展に貢献した。よって博士(工学)の学位論文として価値があると認める。
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